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編　集　後　記
　『日本学報』第 34 号をお届けします。
　今号の「日本学方法論の会」は視覚文化や表象について実践や理論を含めて論じようと企画しました。とこ
ろが責任者の私が当日突然欠席しなければならなかったにも拘らず、講師の佐藤守弘さんと高嶺格さんをはじ
め、皆様のご協力のおかげで記録を無事に掲載することができました。あらためて感謝申し上げます。
　この１年、日本学研究室では、博士後期課程３年の中井祥雅さんが病気で亡くなられるという悲しい出来事
がありました。しかし、院生たちは辛島理人さん（非常勤講師）に引率されてオーストラリア国立大学（ANU）
で発表会を行い、また、自主企画として韓国から映画監督を招き上映会を開催するなど、活発に海外との交流
を行ない活動しています。その成果は「対話と方法」に掲載しましたので、ぜひご覧ください。
� （北原　恵）




